






当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧州債務危機問題等による長引く世界不況の中、近隣諸

国の経済成長の鈍化が懸念されるなど、依然として先行き不透明な状況となっております。 

菓子・食品業界におきましては、企業間の価格競争の激化に加えて、所得環境の悪化や増税懸念による節約

志向の高まり、原材料価格の高騰など厳しい状況が続きました。 

このような環境のもと、中村屋グループは、「中期経営計画2011～2013」の２年目を迎え、目標である「持

続的成長の実現」を達成するために、従業員一人ひとりが、既存事業の深耕と業務効率の向上を図るととも

に、新たな事業領域の開拓を進め、事業基盤の強化と企業価値の向上に努めてまいりました。 

以上のような経過の中で、下期に入り主力中華まんの順調な売上の伸びもありましたが、本店建て替えによ

る休業の影響を受けた第２四半期の減収を取り返すに至らず当第３四半期連結売上高は、29,443,326千円 前

年同期に対し247,975千円、0.8％の減収となりました。 

利益面におきましても、売上高減収等による粗利益の減少に対し、ローコスト施策を積極的に推進しました

が、原材料費、光熱費の高騰等により製造原価が上昇したこと等により、営業損失は135,358千円 前年同期に

対し565,687千円の減益となり、経常損失は111,876千円 前年同期に対し587,031千円の減益、四半期純損失は

187,727千円、前年に本店建て替えの損失計上があり、前年同期に対し197,260千円の損失の改善となりまし

た。 

  

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は、現金及び預金の減少1,986,426千円や有価証券の減少

1,600,195千円等がありましたが、受取手形及び売掛金の増加2,534,156千円、商品及び製品の増加803,592千円

等により、前連結会計年度末に比べ419,832千円増加し、39,771,948千円となりました。 

負債合計は、未払法人税等の減少520,866千円がありましたが、支払手形及び買掛金の増加1,078,727千円や

短期借入金の増加500,000千円等により、前連結会計年度末に比べ1,017,514千円増加し、18,473,484千円とな

りました。 

純資産合計は、配当金の支払等による利益剰余金の減少等により、前連結会計年度末に比べ597,682千円減少

し、21,298,464千円となりました。 

  
（キャッシュ・フローについて） 

当第３四半期連結累計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ3,386,184千円減少し、

1,792,731千円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、2,731,832千円の支出となりました。これは主に、減価償却費

643,237千円、仕入債務1,078,727千円の増加があったものの、売上債権2,534,156千円やたな卸資産1,068,278

千円の増加等の支出によるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、487,901千円の支出となりました。これは主に、有価証券の売却によ

る収入500,652千円があったものの、固定資産の取得による支出962,310千円等によるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、166,451千円の支出となりました。これは主に、短期借入金の増加

500,000千円があったものの、配当金の支払による支出590,685千円等によるものです。 

  

平成25年３月期の通期の連結業績予測につきましては、平成24年５月15日に公表いたしました業績予想に変

更はありません。 
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